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第１章 背景と目的 

グランドデザイン策定の背景

王子駅は、 京浜東北線に沿った武蔵野台地の崖線と石神井川が交差する、地形的に

特徴のある場所に立地しています。周辺には歴史ある飛鳥山公園、音無親水公園（音無

川）、王子神社など、緑豊かな自然環境や文化的資源があり、石神井川の水利や都心から

の近接性を背景に、明治期には製紙業をはじめとした先進的な産業が育まれ、日本の近代

化をけん引してきました。現在、 や地下鉄、都電、バス、首都高速道路などが集まる

交通の要衝となっています。

一方、 や幹線道路、石神井川などが駅周辺の歩行者の回遊性を阻害する要因となっ

ていることや、木造住宅密集地域における防災上の課題などが指摘されています。区では、

駅周辺にある印刷局王子工場用地の一部を取得して、新庁舎を整備する方針としています。

この機会を捉え、王子駅周辺の現状や将来のあり方を、広域的な観点を含め改めて俯瞰し

ながら地域の課題を把握し、その解決策や個性的な魅力づくりの方向性を明らかにするこ

とによって、目標とするまちづくりを実現していく必要があります。

王子駅周辺の現況

王子駅

北とぴあ

飛鳥山公園

王子神社
音無親水公園
（音無川）

至 赤羽岩淵

至 目黒

至 三ノ輪橋

至 早稲田
至 東京・大船

至 東北・成田

至 都心・羽田

凡例

： ：地下鉄 ：都電 ：幹線道路 ：首都高速道路

国立印刷局
王子工場

木造住宅密集地域

新庁舎
建設予定地

至 赤羽
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グランドデザイン策定の目的

地域の課題を解決し、まちの価値を高めていくためには、区民・地権者・民間事業者・

行政など、まちづくりに関わる多様な主体が緊密に連携して、継続的にまちづくりに取り

組んでいくことが重要です。そのためには、まちづくりを進めていくためのまちの将来像

を関係者間で共有し、共通の目標・認識を持つ必要があります。

本グランドデザインは、王子駅周辺のまちづくりについて、まちの将来像の実現のため

の基本方針、展開施策などを示し、広く王子の存在感と発信力を高めていくものです。

グランドデザインの位置づけ

グランドデザインは、東京都の上位計画、北区基本構想、北区都市計画マスタープラン、

その他まちづくり関連の個別マスタープラン等の体系の一部に位置づけられます。グラン

ドデザインの策定後は、まちづくりの方向性を具体化していくための整備計画を策定し、

まちの将来像の実現に向けて、個別の都市計画や事業などの取り組みを実施していきます。

王子駅周辺まちづくりグランドデザインの位置づけ

まちづくり関連個別マスタープラン等

o北区住宅マスタープラン（ 年度）

o北区緑の基本計画（ 年度）

o北区景観づくり計画（ 年度）

o北区バリアフリー基本構想（ 年度） 等

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 年度）

都市再開発の方針（ 年度）

住宅市街地の開発整備の方針（ 年度）

防災街区整備方針（ 年度）

北区基本構想（ 年度）

o北区基本計画（ 年度）

北区都市計画マスタープラン（ 年度）関連計画

o北区産業活性化ビジョン 年度

o北区地域防災計画（ 年度）

o北区環境基本計画（ 年度） 等

王子駅周辺まちづくりグランドデザイン

整備計画
（ガイドライン及び先行実施地区における（仮称）王子駅前整備計画）

個別の都市計画や事業

北区東京都凡例：
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まちづくりの基本的な考え方

王子駅周辺は、東京の都心エリアを取巻く「中枢広域拠点域」内の地区として位置づけ

られており、これに見合う機能の集積が期待されています。また、首都圏広域地方計画で

は、東京圏全体を魅力ある圏域とするため、「異なる個性が相互に連携」することで「対

流」を生む都市構造の概念が示されており、王子においても個性ある王子らしいまちづく

りの検討が重要です。王子駅周辺のまちづくりでは、これらの相互連携によって実現する

都市像をふまえ、都心部の北側に位置する他の拠点との関係性に配慮し、まちの将来像を

明らかにしていきます。

（１）東京の新たな都市構造の考え方

東京都では、東京全体を「新たな価値を創造する個性ある多様な拠点」へ再構成するた

め、都市構造に関する考え方が示されています。

• より広域的に「交流・連携・挑戦」を促進する都市構造へ転換する。

• 従来の都心、副都心、新拠点、核都市といった「業務機能を重視した受け皿の育成」

の視点から脱却し、「地域の個性やポテンシャルを最大限発揮し、競い合いながら、

新たな価値を創造する個性ある多様な拠点」へ再構成する。

• 王子が含まれる「中枢広域拠点域」においては、国際的なビジネス・交流の拠点や

芸術・文化など個性ある多様な拠点、複合的な中高密度の市街地の形成が期待され

ている。

東京の新たな都市構造の考え方
参考：東京都都市計画審議会「 年代の東京の都市像とその実現に向けた道筋について 答申」（平成 年 月）

王子

（仮）多摩イノベーション交流ゾーン （仮）多摩広域拠点域
（おおむね武蔵野線から圏央道まで）

（仮）都市環境共生域
（おおむね環状７号線から西側：武蔵野線、東側：都県境まで）

（仮）自然環境共生域
（おおむね圏央道の外側、島しょ）

（仮）中枢広域拠点域
（おおむね環状７号線の内側）

（仮）国際ビジネス交流ゾーン

グランドデザイン策定の目的

地域の課題を解決し、まちの価値を高めていくためには、区民・地権者・民間事業者・

行政など、まちづくりに関わる多様な主体が緊密に連携して、継続的にまちづくりに取り

組んでいくことが重要です。そのためには、まちづくりを進めていくためのまちの将来像

を関係者間で共有し、共通の目標・認識を持つ必要があります。

本グランドデザインは、王子駅周辺のまちづくりについて、まちの将来像の実現のため

の基本方針、展開施策などを示し、広く王子の存在感と発信力を高めていくものです。

グランドデザインの位置づけ

グランドデザインは、東京都の上位計画、北区基本構想、北区都市計画マスタープラン、

その他まちづくり関連の個別マスタープラン等の体系の一部に位置づけられます。グラン

ドデザインの策定後は、まちづくりの方向性を具体化していくための整備計画を策定し、

まちの将来像の実現に向けて、個別の都市計画や事業などの取り組みを実施していきます。

王子駅周辺まちづくりグランドデザインの位置づけ

まちづくり関連個別マスタープラン等

o北区住宅マスタープラン（ 年度）

o北区緑の基本計画（ 年度）

o北区景観づくり計画（ 年度）

o北区バリアフリー基本構想（ 年度） 等

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 年度）

都市再開発の方針（ 年度）

住宅市街地の開発整備の方針（ 年度）

防災街区整備方針（ 年度）

北区基本構想（ 年度）

o北区基本計画（ 年度）

北区都市計画マスタープラン（ 年度）関連計画

o北区産業活性化ビジョン 年度

o北区地域防災計画（ 年度）

o北区環境基本計画（ 年度） 等

王子駅周辺まちづくりグランドデザイン

整備計画
（ガイドライン及び先行実施地区における（仮称）王子駅前整備計画）

個別の都市計画や事業

北区東京都凡例：
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（２）個性ある拠点と「対流」の考え方

国では首都圏広域地方計画において、今後の地域間連携の考え方が整理されています。

• 単一性が一極集中を生んでしまう一方、異なる個性が相互に連携することによって

対流が生まれ、首都圏全体が自律分散した上で全体価値が増大する。

• 各拠点がそれぞれ異なる個性を持つことで対流が生まれ、さらに連携方策を講じる

ことで高度な面的対流を実現する。

個性ある拠点と「対流」の考え方
参考：首都圏広域地方計画【国土交通省】（平成 年３月）

（３）東京の北部エリア全体の活性化を見据えた王子の位置づけ

東京の中枢広域拠点域内にある北部エリアの拠点として、王子が周辺の他拠点と異なる

個性を発揮し、相互に連携しながら対流を促していくことが重要です。このため、特に日

暮里・池袋との差別化を意識し、王子独自の個性を伸ばしていく必要があります。

• 王子地区に近接する拠点として、商店街など充実した商業集積のある赤羽地区、大

規模店を含めた商業集積に加えて芸術文化施設の充実する池袋地区、成田空港への

アクセス性に優れた日暮里地区が挙げられる。

• 王子地区と赤羽地区は北区の拠点として、連携強化・共存共栄を図る。

• 王子地区・赤羽地区、池袋地区、日暮里地区がトライアングルを組み、各拠点の持

つ個性によって差別化・役割分担を図りながら連携していく。

• 王子が個性を強め、他の拠点と異なる特徴ある拠点として発展するとともに、鉄道

や路線バスなどの交通ネットワークを基軸に、さらに駅の乗換え利便性を高めるこ

とにより、各ニーズに応じた人々の活発な往来（対流）を発生させ、東京の北部エ

リア全体の活性化にも寄与する。

・単一であれば対流は生まれず、

単純な集積は一興集中を生む。
・個性が生じることで温度差が生

じ、その温度差が対流を生む。
・さらに連携させることで高度

な面的対流を実現。
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東京の北部エリア全体の活性化を見据えた王子の位置づけ

赤羽駅
（北区）

商業

日暮里駅
（荒川区）

世界からの玄関口

池袋駅
（豊島区）

芸術・文化

王子駅
（北区）

歴史・自然・交流

上野駅・浅草駅
（台東区）

歴史・自然・文化

① 各拠点の個性

② 王子と赤羽の連携強化・
共存共栄

③ 各拠点の持つ個性による
差別化・役割分担

④ 王子駅における乗換え
利便性の向上

⑤ 人々の活発な往来
（対流）が発生

⑥ 東京の北部エリア全体
の活性化

成田方面より

赤羽駅
（北区）

池袋駅
（豊島区）

王子駅
（北区）

上野駅・浅草駅
（台東区）

対流

日暮里駅
（荒川区）

差別化・
役割分担

対流

乗換え利便性
の向上

対流

差別化・役割分担

連携強化・
共存共栄

差別化・
役割分担

（２）個性ある拠点と「対流」の考え方

国では首都圏広域地方計画において、今後の地域間連携の考え方が整理されています。

• 単一性が一極集中を生んでしまう一方、異なる個性が相互に連携することによって

対流が生まれ、首都圏全体が自律分散した上で全体価値が増大する。

• 各拠点がそれぞれ異なる個性を持つことで対流が生まれ、さらに連携方策を講じる

ことで高度な面的対流を実現する。

個性ある拠点と「対流」の考え方
参考：首都圏広域地方計画【国土交通省】（平成 年３月）

（３）東京の北部エリア全体の活性化を見据えた王子の位置づけ

東京の中枢広域拠点域内にある北部エリアの拠点として、王子が周辺の他拠点と異なる

個性を発揮し、相互に連携しながら対流を促していくことが重要です。このため、特に日

暮里・池袋との差別化を意識し、王子独自の個性を伸ばしていく必要があります。

• 王子地区に近接する拠点として、商店街など充実した商業集積のある赤羽地区、大

規模店を含めた商業集積に加えて芸術文化施設の充実する池袋地区、成田空港への

アクセス性に優れた日暮里地区が挙げられる。

• 王子地区と赤羽地区は北区の拠点として、連携強化・共存共栄を図る。

• 王子地区・赤羽地区、池袋地区、日暮里地区がトライアングルを組み、各拠点の持

つ個性によって差別化・役割分担を図りながら連携していく。

• 王子が個性を強め、他の拠点と異なる特徴ある拠点として発展するとともに、鉄道

や路線バスなどの交通ネットワークを基軸に、さらに駅の乗換え利便性を高めるこ

とにより、各ニーズに応じた人々の活発な往来（対流）を発生させ、東京の北部エ

リア全体の活性化にも寄与する。

・単一であれば対流は生まれず、

単純な集積は一興集中を生む。
・個性が生じることで温度差が生

じ、その温度差が対流を生む。
・さらに連携させることで高度

な面的対流を実現。
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第２章 現況と特徴 

王子駅周辺の現況

王子駅周辺を石神井川や崖線、鉄道を境界として、土地利用の特徴的なまとまりから分

類すると、駅を中心として下図に示す３つのゾーンに区分されます。

駅北側 ：行政機関や公共施設を含め、業務機能の集積するにぎわいの場

飛鳥山・駅西側：住宅を中心とした市街地に歴史的建築物や公園など多くの自然・

文化・歴史資源が分布する地域

駅南側 ：住宅のほか、工場等の施設が点在する木造住宅密集地域

また、これら３つのゾーンを踏まえると、王子駅周辺全体としての特徴は、「東京の北

の拠点」「交流の場」「自然・文化・歴史資源が豊かなまち」の３点に整理できます。こ

れらの特徴を主軸として、地域全体の将来像を明らかにしていきます。

王子駅周辺の現況と つのゾーン

王子駅

飛鳥山公園

石神井川

新庁舎建設
予定地

王子税務署

王子警察署 法務局 王子東児童館

王子授産場

育ち愛
ほっと館

王子区民センター

装束稲荷神社

柳田公園

公証役場北とぴあ

王子
駅前公園

お札と切手
の博物館

国立印刷局
王子工場

あすか緑地

東王子公園

堀船公園

堀船一丁目
公園

東書文庫

栄町ふれあい公園

名主の滝公園

王子稲荷神社

岸町
ふれあい館

王子神社

音無
親水公園

北区役所

十条台区民センター

王子消防署十条出張所
都税事務所

中央図書館
（旧砲兵工廠
銃砲製造所）

陸上自衛隊
十条駐屯地

中央公園

中央公園

中央公園文化センター
（旧陸軍第一造兵廠本部）

王子本町公園

音無もみじ緑地 金剛寺
（もみじ寺）

音無さくら緑地

北区役所
滝野川分庁舎

正受院

醸造試験所
跡地公園

旧醸造試験所
第一工場 紙の博物館

飛鳥山博物館
渋沢史料館

青淵文庫

晩香蘆

七社神社

西ヶ原一里塚

滝野川警察署

国立印刷局
東京工場

滝野川公園

滝野川体育館

平塚神社

滝野川東区民
センター

貨物線
（北王子支線）

跡地

駅北側

駅南側

飛鳥山・駅西側

明桜中学校
駿台学園

中学校・高等学校

王子小学校
王子桜中学校

柳田小学校

堀船中学校

堀船小学校

滝野川第五小学校

安部学院
高等学校

十条台小学校

王子第二
小学校

中央工学校

順天中学校・
高等学校

滝野川もみじ小学校

桜丘中学・
高等学校

滝野川第
三小学校

瀧野川女子学園
中学高等学校

王子総合
高等学校

凡例

： 京浜東北・東北本線 ：東京メトロ南北線 ：都電荒川線 ：主要幹線道路 ：首都高速道路

：自然・歴史資源 ：自然・歴史資源 建築物 ：公共・公益施設 ：倉庫・工場・研究施設など ：学校 小・中・高等学校
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王子の特徴

王子の３つの特徴ごとに、強めていくべき優位性と、その背後にある解決していくべき

課題を分析することにより、王子の特徴を活かしたまちづくりの方向性を明らかにしてい

きます。

＜特徴１＞東京の北の拠点

王子駅周辺は、生活者の拠点として高い交通結節性を有する一方で、交通量の規模に応

じた駅前空間が不足していることや、駅利用者当たりの商業売上の低さに見られるように、

拠点性に相応しいにぎわい形成が不十分であることなどの課題があります。このため、多

方面から多くの人が訪れる優位性を活かし、交通拠点としての収容能力を増強しながら、

建物の機能更新を図るとともに、多様な都市機能の集積を高めていくことにより、拠点性

を強化していくことが必要です。

■優位性

（１）高い交通結節性

・東京メトロ・都電に加え、幹線道路や首都高速中央環状線などからアクセスす

る路線バス及び高速バスなど、多様な公共交通が王子駅で接続しています。

○他には類を見ない多様な交通モード

Ｊ Ｒ：都心部からのアクセスが良い

空港からのアクセスが良い（成田（日暮里経由）、羽田（浜松町経由））、

埼玉方面など北側からの利用者が多い

メ ト ロ：都心部からのアクセスが良い（永田町・六本木等）

都 電：生活の足、観光ルートとして利用されている

路線バス：広範囲に及ぶネットワークと豊富な便数を有し、利用者が多い

高速バス：首都高速中央環状線の出入口に近接するメリットが活かされている（羽田

空港、関西方面、東北方面）

○日常的に多く利用されている路線バス

自宅から駅までの利用者（アクセス端末利用者）数が多く、 区内で荻窪駅に次

いで第２位である。王子駅は、後背地に広範囲の居住エリアを抱え、生活者の拠点

として重要であり、その潜在的な利用人口は北区全体の人口を上回る規模がある。
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王子駅のバス及び都電利用者の範囲

（２）公共・公益施設、業務施設の集積

王子駅周辺には区庁舎をはじめとして、公共・公益施設や業務施設が多く立地し、

北区の中心地として重要な役割を担っています。

○特に区庁舎については、今後、駅の東側に移転する予定であり、アクセスなど利便

性の更なる向上が見込まれている。

王子駅周辺の公共・公益施設及び業務施設

王子駅

圏域

圏域

王子駅のバス及び都電利用者の

範囲の人口：約 万人

（北区人口：約 万人）
（平成 年 月 日現在）

： 線路

：地下鉄線路

：都営線路

：都営荒川線線路

：私鉄線路

：王子駅を発着とする主要路線

バス・都電ルート

凡例

※H22年大都市交通センサス 王子駅の鉄道定期券利用者のデータ を基に作成

西新井駅・
亀有駅方面

北とぴあ北区役所 駅北口の業務施設

王子の特徴

王子の３つの特徴ごとに、強めていくべき優位性と、その背後にある解決していくべき

課題を分析することにより、王子の特徴を活かしたまちづくりの方向性を明らかにしてい

きます。

＜特徴１＞東京の北の拠点

王子駅周辺は、生活者の拠点として高い交通結節性を有する一方で、交通量の規模に応

じた駅前空間が不足していることや、駅利用者当たりの商業売上の低さに見られるように、

拠点性に相応しいにぎわい形成が不十分であることなどの課題があります。このため、多

方面から多くの人が訪れる優位性を活かし、交通拠点としての収容能力を増強しながら、

建物の機能更新を図るとともに、多様な都市機能の集積を高めていくことにより、拠点性

を強化していくことが必要です。

■優位性

（１）高い交通結節性

・東京メトロ・都電に加え、幹線道路や首都高速中央環状線などからアクセスす

る路線バス及び高速バスなど、多様な公共交通が王子駅で接続しています。

○他には類を見ない多様な交通モード

Ｊ Ｒ：都心部からのアクセスが良い

空港からのアクセスが良い（成田（日暮里経由）、羽田（浜松町経由））、

埼玉方面など北側からの利用者が多い

メ ト ロ：都心部からのアクセスが良い（永田町・六本木等）

都 電：生活の足、観光ルートとして利用されている

路線バス：広範囲に及ぶネットワークと豊富な便数を有し、利用者が多い

高速バス：首都高速中央環状線の出入口に近接するメリットが活かされている（羽田

空港、関西方面、東北方面）

○日常的に多く利用されている路線バス

自宅から駅までの利用者（アクセス端末利用者）数が多く、 区内で荻窪駅に次

いで第２位である。王子駅は、後背地に広範囲の居住エリアを抱え、生活者の拠点

として重要であり、その潜在的な利用人口は北区全体の人口を上回る規模がある。
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■課題

（１）南部エリアとの格差拡大

近年、東京の南部エリア（品川・豊洲・臨海エリア等）に大規模開発が集中してお

り、東京全体の都市活動の重心が南に移動しています。このため、北部の拠点の一角

として、王子駅周辺地区が近隣の他の拠点と連携して個性を発揮していく必要があり

ます。

（２）交通拠点としての収容能力不足

王子駅周辺の交通機能の収容能力が不足しているため、バス停が駅から遠い路上な

どに配置され、乗換えの不便が発生しています。また、駅前では歩行者の空間が狭く、

車中心の駅前空間になっています。

○駅前において、自動車交通の空間が大きく、歩行者空間が不足している。

（参考：駅前広場全体の面積に対する歩行者空間の割合は、赤羽駅が約 割である一

方、王子駅は約 割となっており、車中心の駅前広場であることがわかる。）

○利用者数に対して駅前広場の面積が狭小であるため、バス停が広場内に収まらず、

一部駅から遠い路上に配置されている。

○多様な交通手段をつなぐ乗換え動線が、狭い歩行者空間に錯綜している。

○自転車駐車場が不足し、放置自転車の数が多い。

王子駅周辺の交通関連施設の状況

（３）低い拠点性

王子駅周辺は、駅乗降客数の大きさに対して商業売上が相対的に低く、商業施設の

集積の面では、拠点性の低い駅前となっています。

○機能更新が進まず、高度利用がされていない街区が駅直近にあり、好立地を生かせ

ていない。

（都市計画の指定容積に対して、駅前の都市機能集積度は低い）

○鉄道の乗降客数と比較した商業売上高が低い。

（商業的には、商業中心に集積が進んだ赤羽に対し、王子は行政機能等の集積が進ん

だ結果、十分な商業機能の展開が図られておらず、駅周辺に集まる人の流れをうま

く売り上げに反映できていない傾向がある。）

路上のバス停 錯綜する乗換え動線 放置自転車
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○鉄道の乗降客数と比較した商業売上高が低い。
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だ結果、十分な商業機能の展開が図られておらず、駅周辺に集まる人の流れをうま

く売り上げに反映できていない傾向がある。）

路上のバス停 錯綜する乗換え動線 放置自転車
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（３）業務エリアと居住エリアが近接

王子駅周辺は、豊かな自然環境の中で、業務エリアと居住エリアが近接したコンパ

クトなまちの実現が可能なエリアとなっています。

○王子駅周辺では、業務エリアと居住エリアが近接しており、豊かな自然環境の中で

住み、働く良好なライフスタイル実現の素地がある。

〇交通の利便性が高く、都心に比べ相対的に安い地価、近隣の大学へのアクセス、既

存の産業集積等、起業の場として選ばれるための多様な利点がある。

■課題

（１）低い人口増加率／高い高齢化率

王子駅周辺や北区では、都心の他区と比較して高齢化率が高く、人口減少の進行が

予想されるため、現状のままでは都市の活力低下が懸念されます。

（２） や幹線道路、石神井川によるまちの分断

や幹線道路、石神井川は、地域の魅力要素であると同時に、その構造物が王子

駅周辺の回遊性を阻害しています。

○明治通りや北本通り、首都高速道路などが歩行者の回遊を分断しており、特に高齢

者、障害者、乳幼児同伴者等の移動が困難である。

○駅を挟んだ東西のまちが、崖線や鉄道により分断されており、アクセスも悪くまち

全体の一体性が希薄である。

〇石神井川も地区の南北を分断している要素のひとつとなっている。

（３）にぎわい創出に寄与する施設・機能や空間の不足

北とぴあや飛鳥山、音無親水公園などがあるものの、にぎわいや交流を育む施設や

空間が他地区と比較して少なく、交通利便性などの潜在力を活かしきれていない状況

です。

○駅周辺に人々が滞留・交流する公共空間が不足している。

○観光など、目的を持って王子を訪れる人のための宿泊施設が不足している。

（東京都内の宿泊施設は都心に集中しているが、北部エリアには少ない。）

○王子の顔であった工場の移転等により製造業が減少する一方、それに代わり地域の

経済をけん引し、にぎわいをもたらす産業が十分に育っていない。
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注：本断面図は、地形図と目測などを元に作成した データをベースとしており、おおよその高さ関係を把握するも

のとしています。

王子駅周辺の回遊性を阻害しているまちの分断

在来線ホーム

新幹線高架

都電ホーム
石神井川

線路

サンスクエア
飛鳥山

新幹線高架

南口
改札前

線路 南口駅前広場都電線路

現在線路上の南口跨線橋によってのみ東西のアクセスが可能

駐輪場在来線ホーム

高層マンション

飛鳥山

：中央口～南口付近東西断面図

：南口付近東西断面図

まちの分断

まちの分断

中央口

南口

北口

飛鳥山公園

サンスクエア

飛鳥山

アスカルゴ乗り場

中央口前

在来線ホーム

新幹線高架

歩道橋

線路

：中央口付近東西断面図

現在 中央口前のみ地上レベルで東西のアクセスが可能

まちの分断

まちの分断要素と断面図の位置

幹線道路 鉄道

駐輪場・ 線路擁壁 石神井川・首都高速

（３）業務エリアと居住エリアが近接

王子駅周辺は、豊かな自然環境の中で、業務エリアと居住エリアが近接したコンパ

クトなまちの実現が可能なエリアとなっています。

○王子駅周辺では、業務エリアと居住エリアが近接しており、豊かな自然環境の中で

住み、働く良好なライフスタイル実現の素地がある。

〇交通の利便性が高く、都心に比べ相対的に安い地価、近隣の大学へのアクセス、既

存の産業集積等、起業の場として選ばれるための多様な利点がある。

■課題

（１）低い人口増加率／高い高齢化率

王子駅周辺や北区では、都心の他区と比較して高齢化率が高く、人口減少の進行が

予想されるため、現状のままでは都市の活力低下が懸念されます。

（２） や幹線道路、石神井川によるまちの分断

や幹線道路、石神井川は、地域の魅力要素であると同時に、その構造物が王子

駅周辺の回遊性を阻害しています。

○明治通りや北本通り、首都高速道路などが歩行者の回遊を分断しており、特に高齢

者、障害者、乳幼児同伴者等の移動が困難である。

○駅を挟んだ東西のまちが、崖線や鉄道により分断されており、アクセスも悪くまち

全体の一体性が希薄である。

〇石神井川も地区の南北を分断している要素のひとつとなっている。

（３）にぎわい創出に寄与する施設・機能や空間の不足

北とぴあや飛鳥山、音無親水公園などがあるものの、にぎわいや交流を育む施設や

空間が他地区と比較して少なく、交通利便性などの潜在力を活かしきれていない状況

です。

○駅周辺に人々が滞留・交流する公共空間が不足している。

○観光など、目的を持って王子を訪れる人のための宿泊施設が不足している。

（東京都内の宿泊施設は都心に集中しているが、北部エリアには少ない。）

○王子の顔であった工場の移転等により製造業が減少する一方、それに代わり地域の

経済をけん引し、にぎわいをもたらす産業が十分に育っていない。
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＜特徴３＞自然・文化・歴史資源が豊かなまち

多様な自然・文化・歴史資源がある一方で、防災面、景観面で多くの課題を有し、資源

を活かしきれていない状況です。このため、必要な基盤整備や防災対策などを講じながら、

長い年月をかけて培ってきた文化・歴史資源の継承を拠り所とし、豊かな水と緑など、特

徴ある魅力を生かした空間づくりを進めていくことが求められています。

■優位性

（１）自然・文化・歴史資源等が駅直近に点在

飛鳥山や王子神社等の緑豊かな空間や歴史資源・産業遺構が駅周辺に点在しており、

都市観光の魅力要素が数多く存在しています。

○駅直近に水と緑のネットワークのある、都内でも希少な環境を有する。

○江戸時代庶民に開放された飛鳥山や王子神社、王子稲荷神社等の歴史資源がある。

○史跡、寺社、歴史的建造物、博物館などの観光資源が多く点在している。

○中央図書館として活用されている旧砲兵工廠銃砲製造所や、国の重要文化財にも指

定されている旧渋沢家飛鳥山邸（晩香廬、青淵文庫）や旧醸造試験所第一工場、東

書文庫など、産業遺産が多くある。

〇都内では希少価値となった路面電車（都営荒川線）は、区民の身近な足であるとと

もに、新たな観光資源としても期待されている。
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○史跡、寺社、歴史的建造物、博物館などの観光資源が多く点在している。

○中央図書館として活用されている旧砲兵工廠銃砲製造所や、国の重要文化財にも指

定されている旧渋沢家飛鳥山邸（晩香廬、青淵文庫）や旧醸造試験所第一工場、東

書文庫など、産業遺産が多くある。

〇都内では希少価値となった路面電車（都営荒川線）は、区民の身近な足であるとと

もに、新たな観光資源としても期待されている。
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■課題

（１）低い災害対応力

石神井川の水害リスクや駅南側の木造

住宅密集地域での災害危険度が高く、地

域全体としての災害対応力に課題があり

ます。

○石神井川沿いに水害のリスクがある。

○狭隘な道路が多いため、地震発生など

の災害時に緊急車両の進入が困難であ

るとともに、大規模な火災が想定され

る木造住宅密集地域がある。

○現庁舎の防災機能が分散している。

（２）水の質と緑の量

まとまった緑地が崖線に沿った鉄道西

側に偏っており、平坦な東側市街地は緑

が少ない状況にあります。

○駅の東西で緑の量に大きな差がある。

緑や景観に対する区民の意識として、

重要度（緑や景観が重要であると考え

る度合い）は高いが、満足度は低い状

況にある。

○石神井川の臭気が問題となっている。

（３）統一性のない駅前景観

王子駅前の風景は、交通広場や交通量の多い道路があり、建物も含めて、統一性の

ない景観となっています。

王子駅前の景観

緑の少ない駅の東側

王子駅

飛鳥山公園

王子駅周辺の緑の分布状況
「平成 年度北区緑の実態調査報告書」（平成 年 月）

王子駅周辺の地域危険度
「地震に関する地域危険度測定調査 第 回、Ｈ 公表 」

（東京都都市整備局）
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第３章 まちの将来像と基本方針 

まちの将来像

「東京の北の拠点」「交流の場」「自然・文化・歴史資源が豊かなまち」という特徴を

踏まえ、王子のまちが目指す将来像を設定します。また、この将来像を実現していくため、

目標とするまちを設定しました。

＜まちの将来像＞

東京の北の交流拠点 水と緑豊かな王子

＜目標とするまち＞

国内外から人が集まるまち

多方面からのアクセスが便利であり、特徴的な自然・文化・歴史資源などを有する優

位性を活かし、国内外から多様な人が集まる、活力に満ちたまちとしての発展を目指し

ます。同時に、東京の北部地域の発展の一翼を担い、周辺のまちと連携を図りながら、

特徴ある拠点の確立及び情報発信性の強化を目指します。

新しい働き方と豊かなライフスタイルが実現できるまち

様々なまちの利用者にとって快適な居場所や活躍できる場を創出し、これまでの居住

者や就業者のみならず、これから王子に住み、働き、または訪れる人にとって魅力ある

拠点を目指します。都心と郊外のつなぎ目に位置し、豊かな文化性や自然環境と交通結

節性が両立する特徴を最大限に活かすことによって、働く・住む・集う・楽しむ等、多

様なアクティビティが融合した、新しい働き方とライフスタイルをこの地に展開します。

飛鳥山と石神井川のある水と緑のまち

飛鳥山や石神井川など、王子のまちの発展の基礎である水と緑をまちづくりに積極的

に活用し、安全で潤いあるまちなみを形成するとともに、低炭素型のまちづくりを推進

します。かつて王子のまちのにぎわいの中心であった場所については、アクセスや臭気

などの課題を解決しつつ、まちづくりとあわせて新しい景観を創り出し、魅力の再生を

目指します。

みんなで守り・創るまち

地域と連携したイベントや情報発信強化などによる活性化策を展開させ、国内外含め

た来街者の増加や若年層の定住の促進、防災性の向上など、ハード・ソフト両面からの

様々な取り組みによって、未来に向けて持続・発展するまちづくりを進めます。

また、区民や地権者、民間事業者や行政、専門家など、それぞれが連携・協力し合い

ながらまちづくりを推進していきます。
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まちの骨格形成の考え方

王子駅周辺の現況と３つのゾーンを踏まえ、石神井川と緑豊かな鉄道沿いの崖線、これ

ら つの軸が交差する位置にある飛鳥山を王子のまちの骨格的な特徴とします。

まちの骨格形成の考え方

骨格軸

① 石神井川軸
豊かな資源を活かし、舟運の検討や水辺空間の利活用を図っていく骨格軸

② 崖線軸
緑豊かな環境や地形を活かしながら、緑のネットワーク化を図っていく骨格軸

③ 周辺地区との連携軸
鉄道やバスなどの公共交通を活用し、周辺地区との連携強化を図っていく骨格軸

ゾーン

① 都市機能集積ゾーン
駅前再整備や新庁舎建設により、にぎわいと拠点性を高めていくゾーン

② 自然・歴史・居住共存ゾーン
王子を特徴づける自然及び歴史資源を活用し、調和を図りながら、良好な住環境の形

成を目指していくゾーン

③ 次世代住･工複合ゾーン
住工の混在した地域としての特性を活かしながら、防災性の向上を図りつつ、豊かな

コミュニティに根ざした次世代の居住･産業の場として再生を目指すゾーン

赤羽との
連携軸の強化

都市機能
集積ゾーン

自然・歴史・
居住共存ゾーン

次世代
住･工複合ゾーン

都電を活用した観光
ルートの充実

凡例

：緑のネットワーク

赤羽との連携軸

池袋との連携軸 日暮里との連携軸

王子駅

飛鳥山公園

第３章 まちの将来像と基本方針 

まちの将来像

「東京の北の拠点」「交流の場」「自然・文化・歴史資源が豊かなまち」という特徴を

踏まえ、王子のまちが目指す将来像を設定します。また、この将来像を実現していくため、

目標とするまちを設定しました。

＜まちの将来像＞

東京の北の交流拠点 水と緑豊かな王子

＜目標とするまち＞

国内外から人が集まるまち

多方面からのアクセスが便利であり、特徴的な自然・文化・歴史資源などを有する優

位性を活かし、国内外から多様な人が集まる、活力に満ちたまちとしての発展を目指し

ます。同時に、東京の北部地域の発展の一翼を担い、周辺のまちと連携を図りながら、

特徴ある拠点の確立及び情報発信性の強化を目指します。

新しい働き方と豊かなライフスタイルが実現できるまち

様々なまちの利用者にとって快適な居場所や活躍できる場を創出し、これまでの居住

者や就業者のみならず、これから王子に住み、働き、または訪れる人にとって魅力ある

拠点を目指します。都心と郊外のつなぎ目に位置し、豊かな文化性や自然環境と交通結

節性が両立する特徴を最大限に活かすことによって、働く・住む・集う・楽しむ等、多

様なアクティビティが融合した、新しい働き方とライフスタイルをこの地に展開します。

飛鳥山と石神井川のある水と緑のまち

飛鳥山や石神井川など、王子のまちの発展の基礎である水と緑をまちづくりに積極的

に活用し、安全で潤いあるまちなみを形成するとともに、低炭素型のまちづくりを推進

します。かつて王子のまちのにぎわいの中心であった場所については、アクセスや臭気

などの課題を解決しつつ、まちづくりとあわせて新しい景観を創り出し、魅力の再生を

目指します。

みんなで守り・創るまち

地域と連携したイベントや情報発信強化などによる活性化策を展開させ、国内外含め

た来街者の増加や若年層の定住の促進、防災性の向上など、ハード・ソフト両面からの

様々な取り組みによって、未来に向けて持続・発展するまちづくりを進めます。

また、区民や地権者、民間事業者や行政、専門家など、それぞれが連携・協力し合い

ながらまちづくりを推進していきます。
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まちづくりの基本方針と方向性

まちの将来像と目標とするまちを基本とし、王子の特徴である骨格軸を考慮しながら各

種施策を展開していくため、まちづくりの基本方針と方向性を定めました。

① だれもが快適・安全に乗換えができる駅前の整備

② 地区内の歩行者等の回遊性の向上

③ 駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわせた駅の利便性の向上

④ 駅前の顔づくり

⑤ 東京の北の拠点としての地域連携

⑥ 滞留・交流・情報発信ができる公共的空間の整備・活用

⑦ 都市機能集積の誘導によるにぎわいの創出

⑧ 地域資源を活用したまちづくりの推進

⑨ 緑化の推進・ネットワーク化などの推進

⑩ 河川や公園、産業遺産等を活用したまちづくりの推進

⑪ エリアマネジメント等によるシティプロモーションやブランド力の強化

⑫ 地域特性を活かした住環境の形成

⑬ 庁舎整備とあわせた防災拠点機能の構築

⑭ 河川の活用による災害対応力の強化

⑮ 木造住宅密集地域における防災性及び災害対応力の強化

⑯ 水害対策の強化

交通拠点機能の強化

にぎわいと活力の創出

自然・文化・歴史資源の活用

防災性の向上
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まちの将来像と基本方針

まちづくりの基本方針

まちの将来像

目標とするまち

交通拠点
機能の強化

にぎわいと
活力の創出

自然・文化
・歴史資源
の活用

防災性
の向上

交通拠点機能の強化

①だれもが快適・安全に乗換えができる駅前の

整備

②地区内の歩行者等の回遊性の向上

③駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわ

せた駅の利便性の向上

にぎわいと活力の創出

④駅前の顔づくり

⑤東京の北の拠点としての地域連携

⑥滞留・交流・情報発信ができる公共的空間の

整備・活用

⑦都市機能集積の誘導によるにぎわいの創出

⑧地域資源を活用したまちづくりの推進

まちづくりの方向性

国内外から人が集まるまち

新しい働き方と豊かなライフスタイルが実現できるまち

飛鳥山と石神井川のある水と緑のまち

みんなで守り・創るまち

自然・文化・歴史資源の活用

⑨緑化の推進・ネットワーク化などの推進

⑩河川や公園、産業遺産等を活用したまちづく

りの推進

⑪エリアマネジメント等によるシティプロモー

ションやブランド力の強化

⑫地域特性を活かした住環境の形成

防災性の向上

⑬庁舎整備とあわせた防災拠点機能の構築

⑭河川の活用による災害対応力の強化

⑮木造住宅密集地域における防災性及び災害対

応力の強化

⑯水害対策の強化

東京の北の交流拠点 水と緑豊かな王子

まちづくりの基本方針と方向性

まちの将来像と目標とするまちを基本とし、王子の特徴である骨格軸を考慮しながら各

種施策を展開していくため、まちづくりの基本方針と方向性を定めました。

① だれもが快適・安全に乗換えができる駅前の整備

② 地区内の歩行者等の回遊性の向上

③ 駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわせた駅の利便性の向上

④ 駅前の顔づくり

⑤ 東京の北の拠点としての地域連携

⑥ 滞留・交流・情報発信ができる公共的空間の整備・活用

⑦ 都市機能集積の誘導によるにぎわいの創出

⑧ 地域資源を活用したまちづくりの推進

⑨ 緑化の推進・ネットワーク化などの推進

⑩ 河川や公園、産業遺産等を活用したまちづくりの推進

⑪ エリアマネジメント等によるシティプロモーションやブランド力の強化

⑫ 地域特性を活かした住環境の形成

⑬ 庁舎整備とあわせた防災拠点機能の構築

⑭ 河川の活用による災害対応力の強化

⑮ 木造住宅密集地域における防災性及び災害対応力の強化

⑯ 水害対策の強化

交通拠点機能の強化

にぎわいと活力の創出

自然・文化・歴史資源の活用

防災性の向上
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まちづくりの方向性

至 赤羽方面

至 荒川区方面

至 日暮里方面至 池袋方面至 池袋方面

至 赤羽方面

⑥滞留・交流・情報発信が
できる公共的空間の
整備・活用

⑦都市機能集積の誘導による
にぎわいの創出

⑬庁舎整備とあわせた
防災拠点機能の構築

⑮木造住宅密集地域における
防災性及び災害対応力の強化

⑧地域資源を活用した
まちづくりの推進

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

⑭河川の活用による
災害対応力の強化

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

⑧地域資源を活用した
まちづくりの推進

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

⑭河川の活用による
災害対応力の強化

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

※①だれもが快適・安全に乗換えができる駅前の整備
③駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわせた
駅の利便性の向上

④駅前の顔づくり

※①③④

王子駅
飛鳥山公園

王子神社

音無親水公園

名主の滝公園

北区役所

醸造試験所跡地公園

東書文庫
都電荒川線
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まちづくりの方向性

至 赤羽方面

至 荒川区方面

至 日暮里方面至 池袋方面至 池袋方面

至 赤羽方面

⑥滞留・交流・情報発信が
できる公共的空間の
整備・活用

⑦都市機能集積の誘導による
にぎわいの創出

⑬庁舎整備とあわせた
防災拠点機能の構築

⑮木造住宅密集地域における
防災性及び災害対応力の強化

⑧地域資源を活用した
まちづくりの推進

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

⑭河川の活用による
災害対応力の強化

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑤東京の北の拠点
としての地域連携

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

⑫地域特性を活かした
住環境の形成

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

⑧地域資源を活用した
まちづくりの推進

⑩河川や公園、産業遺産等を
活用したまちづくりの推進

⑭河川の活用による
災害対応力の強化

②地区内の歩行者等の
回遊性の向上

※①だれもが快適・安全に乗換えができる駅前の整備
③駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわせた
駅の利便性の向上

④駅前の顔づくり

※①③④

王子駅
飛鳥山公園

王子神社

音無親水公園

名主の滝公園

北区役所

醸造試験所跡地公園

東書文庫
都電荒川線
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展開施策案

（１）交通拠点機能の強化

「国内外から人が集まるまち」の実現に向けて、王子のまちの優位性のひとつで

ある交通結節機能を強化し、活力あるまちを実現します。このため、車や人などの

交通流動を適切に処理し、駅施設や駅前広場、それらの間を繋ぐ動線となる空間な

どの整備により、乗換え利便性と歩行者空間の充実による快適性・安全性の向上を

図ります。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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だれもが快適・安全に乗換えができる駅前の整備

【参考事例】駅前広場の整備

地区内の歩行者等の回遊性の向上

駅前広場の再編や周辺街区の機能更新にあわせた駅の利便性の向上

姫路駅北口駅前広場（姫路市）武蔵小金井駅南口駅前広場（小金井市） 八王子駅南口駅前広場（八王子市）

資料： 都市機構パンフレット

自転車専用レーン（練馬区）姫路駅北口周辺（姫路市） 武蔵境駅西側高架下（武蔵野市）

【参考事例】
自転車通行環境

【参考事例】
歩行者回遊性の向上

乗換距離の短縮や乗換の分かりやすさに配慮したバス、タクシー等の乗場の機能再編、

集約

デッキ・地上レベル等による歩車分離、乗換え利便性、まちへのアクセス性の向上

高速バスの発着地としての機能の強化

利便性の高い駐輪場の整備

都内に唯一現存する都電の利便性の向上

歩行者空間の拡充等による快適性・安全性の向上

周辺街区の機能更新とあわせた駅前広場の整備

バリアフリー動線整備などによる立体的な歩行者ネットワークの強化

駅前広場等の周辺整備にあわせた駅の東西を結ぶ通路機能の拡充

ゾーン間のネットワーク強化

安全で快適な自転車通行空間の整備

駅の利便性の向上

※整備内容や範囲等は今後具体的に検討していくため、図示は無し

展開施策案

（１）交通拠点機能の強化

「国内外から人が集まるまち」の実現に向けて、王子のまちの優位性のひとつで

ある交通結節機能を強化し、活力あるまちを実現します。このため、車や人などの

交通流動を適切に処理し、駅施設や駅前広場、それらの間を繋ぐ動線となる空間な

どの整備により、乗換え利便性と歩行者空間の充実による快適性・安全性の向上を

図ります。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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（２）にぎわいと活力の創出

「国内外から人が集まるまち」「新しい働き方と豊かなライフスタイルが実現で

きるまち」の実現に向けて、王子ならではの地域資源などの優位性を活かしたまち

づくりを積極的に展開します。また、多様な都市機能の集積を図ることにより、魅

力ある市街地を形成し、まちの原動力となるにぎわいと活力を創出します。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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駅前の顔づくり

東京の北の拠点としての地域連携

滞留・交流・情報発信ができる公共的空間の整備・活用

都市機能集積の誘導によるにぎわいの創出

地域資源を活用したまちづくりの推進

王子ならではの資源を活かした個性的な顔づくり

飛鳥山の玄関口としての都市計画公園整備

都電や石神井川など王子の資源を生かした特徴的な空間整備

王子らしさを活かした特徴ある拠点の形成

赤羽・池袋・日暮里など他の拠点との連携強化

交流促進・にぎわい創出の視点を踏まえた新庁舎整備

周辺街区の機能更新や区有地活用等による、交通広場と一体的な整備

省エネルギー化や再生可能エネルギー等活用の推進

にぎわい創出のためのエリアマネジメント等の導入

商業・業務・教育を中心とした都市機能集積の誘導

にぎわい創出のための高度利用の推進

起業を誘発する環境整備

宿泊施設の立地誘導

イベント広場や地域活動の支援施設等の整備の誘導

回遊性の向上・特徴ある散策路整備

北区と印刷局の共存共栄をもとにしたにぎわいの創出

区庁舎跡地利用

水辺空間を活かしたにぎわいの創出

石神井川を利用した舟運のネットワークの形成

倉庫など物流機能集積を活かしたまちづくりの推進

【参考事例】路面電車停車

場と一体的な空間整備

【参考事例】

運河を利用したにぎわいの創出

【参考事例】都市機能の集積

【参考事例】イベント広場

※地域全体に関わるものであるため、図示は無し

※地域全体に関わるものであるため、図示は無し

※地域全体に関わるものであるため、図示は無し

柏の葉キャンパス駅周辺

（柏市）

天王洲アイル

（品川区）

中野セントラルパーク

（中野区）

富山ライトレール（富山市）

（２）にぎわいと活力の創出

「国内外から人が集まるまち」「新しい働き方と豊かなライフスタイルが実現で

きるまち」の実現に向けて、王子ならではの地域資源などの優位性を活かしたまち

づくりを積極的に展開します。また、多様な都市機能の集積を図ることにより、魅

力ある市街地を形成し、まちの原動力となるにぎわいと活力を創出します。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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（３）自然・文化・歴史資源の活用

「飛鳥山と石神井川のある水と緑のまち」「みんなで守り・創るまち」の実現に

向けて、王子のまちの発展の礎となった自然・文化・歴史資源を積極的に活用し、

環境負荷の少ない王子ならではの特徴をもった、新たなまちづくりを進めます。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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（３）自然・文化・歴史資源の活用

「飛鳥山と石神井川のある水と緑のまち」「みんなで守り・創るまち」の実現に

向けて、王子のまちの発展の礎となった自然・文化・歴史資源を積極的に活用し、

環境負荷の少ない王子ならではの特徴をもった、新たなまちづくりを進めます。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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（４）防災性の向上

木造住宅密集地域の災害対応力の向上や水害対策など、既存のまちの課題を解決

し、環境改善に努めるとともに、新庁舎整備や駅前再整備などの大規模開発にあわ

せてまち全体の防災性の向上を図ります。また、石神井川での舟運の活用など、王

子ならではの施策についても検討を進めます。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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（４）防災性の向上

木造住宅密集地域の災害対応力の向上や水害対策など、既存のまちの課題を解決

し、環境改善に努めるとともに、新庁舎整備や駅前再整備などの大規模開発にあわ

せてまち全体の防災性の向上を図ります。また、石神井川での舟運の活用など、王

子ならではの施策についても検討を進めます。

※エリア等については、場所を特定しているものではありません。

王子駅

飛鳥山公園

国立印刷局
王子工場

王子神社

音無親水公園

新庁舎
予定地

名主の滝公園

北区役所

中央公園

中央図書館

醸造試験所跡地公園

東書文庫
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第４章 実現に向けて 

グランドデザイン策定後の進め方

（１）整備計画の策定

グランドデザインの実現に向けた整備計画策定の過程では、各施策相互の関係性や配慮

事項を具体的に定めた「まちづくりガイドライン」を策定します。また、整備の効果が十

分に発揮できるように、優先的に整備すべき「先行実施地区」の範囲を特定した上で事業

化を検討します。その中で個別の都市計画や各種事業、具体的な施策などの検討に取り組

んでいきます。中長期に関わる施策も、段階的に整備計画を策定していきます。

グランドデザイン策定後の進め方

（２）施策案の段階的な事業化に向けた展開について

まず、新庁舎の整備を含む駅前地区を中心とした「先行実施地区」から事業着手を図り

ます。これを契機としながら、検討の深度や多様な関係者の機運、社会経済状況なども踏

まえ、中期に対応すべき内容・長期に対応すべき内容などの整理を図りながら、段階的に

事業実施を推進することにより、まちづくりの効果をより高いものとしていきます。

※具体的な範囲については今後検討します。

段階的な事業化に向けた展開のイメージ

平成 年度

平成 年度
以降

グランドデザインの策定

整備計画の策定

段階的に事業着手

グランドデザインで描く将来像の実現

グランドデザイン（案）の策定

まちづくりガイドラインの策定

⇒優先的に整備すべき「先行実施地区」の特定

先行実施地区における（仮称）王子駅前整備計画の策定

⇒事業推進に向けて計画を具体化

※中長期に関わる施策の段階的な整備計画の策定

長期中期短期

約 年後グランドデザイン策定

※先行実施地区の設定

短期的に事業実施を推進するエリア

約 年後～

王子駅 王子駅 王子駅

中期的に事業実施を推進するエリア 長期的に事業実施を推進するエリア
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用語集 

あ行

エリアマネジメント 街における文化活動、広報活動、交流活動等のソフト面

の活動を継続的・面的に実施することにより、街の活性

化、都市の持続的発展を推進する活動のこと。

延焼遮断帯 市街地の火災延焼を阻止する機能を果たす道路、河川、

鉄道、公園等の都市施設及びこれらと近接する耐火建築

物等により構成される帯状の不燃空間。震災時の避難経

路、救援活動時の輸送ネットワークなどの機能も担う。

か行

崖線（がいせん） 河川や海の浸食作用でできた崖地の連なりのこと。自然

の地形を残し、また崖線下には多くの湧水があるなど、

都内の区市町村界を越えて連続して存在する東京の緑の

骨格となっている。

幹線道路 全国的、地域的あるいは都市内において、骨格的な道路

網を形成する道路。

公共的空間 歩道や広場、公園などの公共空間に加え、民間敷地の中

でも広場や歩行空間など、一般に開放されている空間を

指している。

交通結節性 異なる交通手段（場合によっては同じ交通手段）を乗り

換え・乗り継ぎにより相互に連絡する機能。具体的な施

設としては鉄道駅、バスターミナル、駅前広場などがあ

げられる。

さ行

再生可能エネルギー 風力、太陽エネルギー、水力、バイオマス等の再生が可

能なエネルギーのこと。

シティプロモーション 自治体の個性と魅力を発掘・創造し、対外的に発信して

いくイメージ戦略を構築することを目的とした都市経営

戦略の一環。
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舟運のネットワーク 船を使って物資を輸送したり、人の移動に利用する「舟

運」が、網の目のようにつながっていること。

首都圏広域地方計画 国土形成計画法第９条に基づく「首都圏」についての

「広域地方計画」として、首都圏における国土形成の方

針及び目標と広域的見地から必要とされる主要な施策が

定められたもの。

戦災復興事業 第２次世界大戦による戦災都市の復興事業として行われ

た土地区画整理事業などの事業。

た行

低炭素型のまちづくり 都市の構造の見直しなども含め温室効果ガスの排出量を

抑えるまちづくりを推進していく取り組みのこと。

都市計画公園 都市の健全な発展と秩序ある整備を目的とし、公園・緑

地として区域を明確化して長期的な視点から計画的な整

備を進めるため、都市計画に定める公園のこと。

都市計画マスタープラン 都市計画法第１８条の２に基づき、区市町村が定める

「区市町村の都市計画に関する基本的な方針」のこと。

は行

バリアフリー動線 高齢者、障害者などが円滑に移動できる経路。十分な有

効幅員や、段差・高低差の解消が図られていることが必

要である。

防災拠点機能 防災拠点としての機能は，避難地の収容機能のほか，物

資備蓄機能，応急救護機能，情報収集伝達機能等があ

る。

防災生活道路 延焼遮断帯に囲まれた市街地における緊急車両の通行や

円滑な消火・救援活動及び避難を可能とする防災上重要

な道路。

ポケットパーク わずかなスペースを利用して、都市環境を改善しようと

する公園。都市部の中高層市街地の一角や密集した住宅

市街地の中に設けられた小公園を指す。

用語集 

あ行

エリアマネジメント 街における文化活動、広報活動、交流活動等のソフト面

の活動を継続的・面的に実施することにより、街の活性

化、都市の持続的発展を推進する活動のこと。

延焼遮断帯 市街地の火災延焼を阻止する機能を果たす道路、河川、

鉄道、公園等の都市施設及びこれらと近接する耐火建築

物等により構成される帯状の不燃空間。震災時の避難経

路、救援活動時の輸送ネットワークなどの機能も担う。

か行

崖線（がいせん） 河川や海の浸食作用でできた崖地の連なりのこと。自然

の地形を残し、また崖線下には多くの湧水があるなど、

都内の区市町村界を越えて連続して存在する東京の緑の

骨格となっている。

幹線道路 全国的、地域的あるいは都市内において、骨格的な道路

網を形成する道路。

公共的空間 歩道や広場、公園などの公共空間に加え、民間敷地の中

でも広場や歩行空間など、一般に開放されている空間を

指している。

交通結節性 異なる交通手段（場合によっては同じ交通手段）を乗り

換え・乗り継ぎにより相互に連絡する機能。具体的な施

設としては鉄道駅、バスターミナル、駅前広場などがあ

げられる。

さ行

再生可能エネルギー 風力、太陽エネルギー、水力、バイオマス等の再生が可

能なエネルギーのこと。

シティプロモーション 自治体の個性と魅力を発掘・創造し、対外的に発信して

いくイメージ戦略を構築することを目的とした都市経営

戦略の一環。
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ま行

武蔵野台地 関東平野西部の荒川と多摩川に挟まれた地域に広がる台

地。その範囲は東京都区部の西半分と北多摩地域および

西多摩地域の一部、そして埼玉県南部の所沢市や狭山市

などの地域を含む。北区は武蔵野台地の東端に位置す

る。

木造住宅密集地域 老朽化した木造住宅が密集し、公園などのオープンスペ

ースが少なく、道路が狭いため、防災上、住環境上課題

を抱えている地域。
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